
土工協ＣＡＬＳ検討部会 アク シ ョンプログ ラム
企画ＷＧ   1999/6/25

担当ＷＧ 実施（検討）テーマ 成              果 研究分野 成果の 適用
１９９９
年度

２０００
年度

２００１
年度

他機関で実施の
関連テーマ

機関名
共同､切
分け 等

他機関へ の
対策・対応法

備                          考

ＷＧ名 分      野 項                目 概                要 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 の 区分 （具体的な研究方法他）

電子データ交換
データ交換に 関す る 実用データ交換に 関す る 実用データ交換に 関す る 実用データ交換に 関す る 実用
化技術の 研究化技術の 研究化技術の 研究化技術の 研究

・イ ンタ ーネットで用い ら
れ る 通信規約（HTTP、
FTP、SMTP）の 研究
・ブラウ ザ を用い たユー
ザ イ ンタ フェ イ ス の 研究

・ＣＡＤデータ 等の 大容量データ の 交換実験に
よる 評価及び 考察
・イ ンタ ーネット技術を利用した現場管理シ ス
テム構築方法の ガ イ ドライ ン及び モデルシ ス
テムの 公開

要素

・ネットワーク 環
境標準案作成の 基
礎データ の 提供
・他ＷＧへ の 基礎
データ の 提供

単独
・情報先進現場で実験しな が ら検
討、改善を行う。

高度情報 イ ンタ ーネット技術
イ ンタ ーネットの 利用環境イ ンタ ーネットの 利用環境イ ンタ ーネットの 利用環境イ ンタ ーネットの 利用環境
の 整備の 整備の 整備の 整備

・ハード、ソ フト、ネット
ワーク 環境の 標準案作成

・会員企業の ネットワーク 環境実態調査報告書
・現場事務所内（ＪＶ現場を含む ）に お け る ＬＡ
Ｎ利用及び ＬＡＮ構築方法及び 維持管理（危
機管理を重点に）の ガ イ ドブック 作成
・セ キ ュリティーと認証（押印）の 問題点の 抽出

調査、指針
・現場事務所内に
お け る ＬＡＮ構築
の 参考

単独

イ ンタ ーネット技術
イ ンタ ーネット技術を利用イ ンタ ーネット技術を利用イ ンタ ーネット技術を利用イ ンタ ーネット技術を利用
したＤＢ構築したＤＢ構築したＤＢ構築したＤＢ構築

・WWWサ ーバーとイ ン
タ ーネット上に あ る DBとの
連携活用方法の 検討

・現場共通DB利用の 仕様公開
・ＷＥＢ連携構築アプリケ ーシ ョン事例の 紹介
と現場へ の 利用推進

応用
・現場ＤＢ構築
の 参考

単独
・現場との 意見交換会の 定期的開
催
・情報先進現場で実利用しな が ら

電子文書の 交換
官ー民、民－民文書交換官ー民、民－民文書交換官ー民、民－民文書交換官ー民、民－民文書交換
の 現状調査の 現状調査の 現状調査の 現状調査

・官ー民、民－民文書交
換の 現状調査
・民－民文書標準化の 可
能性の 検討

・実態調査結果
・標準化可能文書の 選定（民－民文書）

調査
・今後の 活動の 目
標設定

・業務の 流れ と提出
文書の 整理表

日本埋立浚渫
協会
ＣＩネット

切り分け
官民文書は 官側へ 標
準化を要望す る 。

電子文書の 管理
文書電子化手法・蓄積方文書電子化手法・蓄積方文書電子化手法・蓄積方文書電子化手法・蓄積方
法の 調査、研究法の 調査、研究法の 調査、研究法の 調査、研究

・文書の 電子化手法の 調
査

・ＳＧＭＬ/XMLに 関す る 調査
・国内外に お け る 文書の 電子化動向調査

調査
・今後の 活動の 目
標設定

電子文書の 管理 〃〃〃〃 ・文書蓄積方法の 研究
・文書交換・蓄積方法の 調査
・文書管理シ ス テム・プロトタ イ プの 開発

要素・応用
・実用化へ の 検
証モデル

・文書管理シ ス テ
ム・プロトタ イ プの
開発～実証実験

建設省／共
同研究

切り分け
・統合データ ベース （官）との 連携
を計る 。

文書標準
化

電子文書の 管理 〃〃〃〃
・グ ループウ エ アに よる
文書管理の 研究

・組織間に また が る 簡便な文書データ ベース
構築ノウ ハウ 蓄積
・文書の 共有化に よる 業務の 改革ノウ ハウ の

要素・応用
・グ ループウ ェ
ア採用に 参考

運輸省モデル事業に
て 、採用事例あ り

単独
・グ ループウ ェアの 適用範囲の
検討
・グ ループウ ェアと電子化ツール

電子データ の 利用
電子文書の 利用技術の 研電子文書の 利用技術の 研電子文書の 利用技術の 研電子文書の 利用技術の 研

究究究究
・計画書の プロトタ イ プ
の 作成

・施工計画書の 作成指針
・施工計画書の SGML/XMLの DTD
・入力ツール（開発が 生じる ）

応用
・実用化へ の 検
証モデル

建設省
ＪＡＣＩＣ

単独
建設文書の 標準化
（ＤＴＤ）を行う協議
の 場が 必要

・総務庁な ど の 他機関との ＤＴ
Ｄの タ グ 名の 調整等を行う。

電子データ の 利用 〃〃〃〃 ・CORINSデータ の 検討
・CORINSデータ の SGML/XMLの DTDの 作成
・変換コ ンバータ の シ ス テム仕様

要素・応用
・受注者企業の
データ ベース と連
携が 可能に な る

単独
建設文書の 標準化
（ＤＴＤ）を行う協議
の 場が 必要

・ＤＴＤ及び 変換コ ンバータ の
保守・管理の 検討（ＪＡＣＩＣや 他
の 機関との 調整）

電子データ の 標準化 〃〃〃〃
・文書標準化の ガ イ ドラ
イ ン

・ガ イ ドライ ンの 検討 調査・応用
・ガ イ ドライ ン
の 解説

単独
ガ イ ドライ ンの 改定
で対処

図面交換の 標準 CAD標準化の 研究CAD標準化の 研究CAD標準化の 研究CAD標準化の 研究 ・STEPに 関す る 調査
・図面データ 交換・保管蓄積に 必要な図面要
素、機能な ど の 整理

調査
・今後の 活動の 目
標設定

ＣＡＤデータ交換標
準開発

コ ンソ ーシ
アム（ＪＡＣ

支援

ＣＡＤ図面の 利用 CAD利用技術の 研究CAD利用技術の 研究CAD利用技術の 研究CAD利用技術の 研究 ・CAD製図基準の 検討
・CAD製図基準に 沿った施工時の CAD図面作成
簡易マニュアル

指針
・施工時ＣＡＤ図
面作図に 参考

単独

図面標準
化

ＣＡＤ図面の 利用 〃〃〃〃 ・簡易作図仕様の 作成
・施工時の CAD図面活用に 役立つ 簡易作図の 仕
様

指針
・施工時ＣＡＤ図
面作図に 参考

単独

ＣＡＤ図面の 利用 〃〃〃〃
・CAD部品の 標準化と活
用

・イ ンタ ーネットを活用した CAD部品活用方式の
確立

応用
・施工時ＣＡＤ図
面作図に 参考

共同
機械メーカ ーへ 部品
提供の 呼び か け

・土工協単独で は 限界が あ り 、
他機関と共同作業を計る 。（協議
中）                        ・電子調達

ＣＡＤ図面の 利用 CAD応用技術の 研究CAD応用技術の 研究CAD応用技術の 研究CAD応用技術の 研究
・CAD図面を使った利活
用技術の 整理

・施工段階の CAD活用事例の 整理 実証
・ＣＡＤ図面の 高
度利用に 参考

単独

電子商取引（EDI) EDIの 現状調査EDIの 現状調査EDIの 現状調査EDIの 現状調査 ・電子取引に お け る 法整備・調査報告 調査
・官側の 動向を知
る

電子取引法制に関す
る 研究会他

法務省他 単独

電子商取引（EDI)        〃       〃       〃       〃
・民ー民の 電子調達の 実
態調査（他業界）と業界
導入の 可能性の 検討

・調査報告
・業界標準設定に対す る 問題点の 抽出

調査
・今後の 活動の 目
標設定

CI-NET実用化推進委
員会

CI-NET 単独
ＪＩＳ化の 動きへ の
対応

・民－民の 電子調達実施に 向け て
の 基礎研究。
・文書標準化ＷＧと連携して進め

電子調達 電子商取引（EDI) EDI実用化の 研究EDI実用化の 研究EDI実用化の 研究EDI実用化の 研究 ・EDI実用化の 検討 ・問題点の 整理と実用化へ の 提言 応用
・ＥＤＩ適用へ
の 参考

単独
・ＪＩＳ、他業界の 動向を調査し
な が ら業界標準化の 試案を作成
す る 。                          ・文書

電子入札
公共調達コ ンソ ーシ アム公共調達コ ンソ ーシ アム公共調達コ ンソ ーシ アム公共調達コ ンソ ーシ アム

対応対応対応対応
・実証実験

・問題点の 抽出と確認
・企業認証と社内運用の 調査（電子入札の 社内
運用体制に つ い て の 調査）、対応部署の 準備指

応用、指針 ・社内対応準備
公共調達コ ンソ ーシ
アム

コ ンソ ーシ
アム（ＪＡＣ
ＩＣ）

切り分け

電子カ タ ログ 電子カ タ ログ の 研究電子カ タ ログ の 研究電子カ タ ログ の 研究電子カ タ ログ の 研究
・建設資材電子カ タ ログ
の 実用性

・電子カ タ ログ として 、必要な項目の 整理。 応用
・情報収集の ス
ピードアップ

経済調査会
他

単独
他機関へ 必要項目の
提言

・各電子カ タ ログ の 使い や す さを
調査、整理す る 。

個別処理シ ス テム
個別業務の 処理シ ス テム個別業務の 処理シ ス テム個別業務の 処理シ ス テム個別業務の 処理シ ス テム
の 提案の 提案の 提案の 提案

・ス ケ ジ ュール管理ソ フ
トを利用した現場業務の
効率化とPM手法へ の 適

・ス ケ ジ ュール管理ソ フトを利用した出来高、
進捗状況報告等、現場業務へ の 適用の 提言と
PM手法へ の 適用調査

調査
・現場へ の PM手
法導入可否の 参
考

外郭放水路工事で の
実証実験

建設省
共同（予
定）

・現場で の 適用性の 検証。

個別処理シ ス テム 〃〃〃〃
・アプリケ ーシ ョンソ フ
トを利用した現場業務処

・中間ファ イ ルを利用した現場業務処理ガ イ
ドの 作成とシ ールド現場で の 事例作成

応用
・現場で の 業務
処理の 効率化

施工管理シ ス テム 中部地建
共同（予
定）

現場情報 現場管理業務処理
工事管理業務の 電子化の工事管理業務の 電子化の工事管理業務の 電子化の工事管理業務の 電子化の
試案試案試案試案

・現場内で の 情報共有、
情報管理の 研究

・現場内共有サ ーバ等の 利用方法（運用ルー
ル、維持管理－セ キ ュリティー）提案書

指針
・現場事務所内に
お け る ＬＡＮ構築
の 参考

単独 ・高度情報ＷＧと連携して進め る 。

現場管理業務処理 〃
・電子化技術の 利用ガ イ
ドの 作成

・今後の 現場で の 利用上の 注意点の まとめ 指針
・現場業務遂行
上の 参考

デジ タ ル写真管理基
準

建設省、他
発注者

単独
・デジ タ ル写真利用による メリッ
ト、デメリットの 検討

現場管理業務処理 〃〃〃〃
・ＣＡＬＳ導入時の 現場
管理業務の 変化の 予測

・ＣＡＬＳ導入時の 現場の イ メージ 予想 指針
・今後の 活動の 目
標設定

単独 ・全ＷＧと連携して進め る 。

教宣・普及
会員企業に向け て の 普会員企業に向け て の 普会員企業に向け て の 普会員企業に向け て の 普
及、広報及、広報及、広報及、広報

・部会ホームページ の 利用
法の 研究

・土工協CALS部会の 活動報告、情報発信 調整
・ＣＡＬＳ検討部
会ホームページ

単独

教宣・普及 〃〃〃〃 ・会員企業向け 教材の 作成・会員会社へ の 教材の 提供 調整
・土工協会員会社
へ の 教材の 提供

単独

・ＣＡＬＳ推進団体との 意見交換
会を実施す る 。
会員企業以外へ の 教育普及も 実施
す る 。

教宣・普及 〃〃〃〃
・会員企業の た め の 講演会
の 実施

・支部へ の 講師派遣 調整
・土工協各支部
で の 講演会の 実施

単独 同    上

普及広報 教宣・普及 〃〃〃〃
・一般教育講座の 外部機
関に よる 実施

・教育プログ ラムの 作成と教育実施機関の 選
定、連携

調整
・土工協版ＣＡ
Ｄ教育の 実施

ＣＡＤ教育
機関

共同
・土工協は 、テキ ス トとス ケ
ジ ュールを段取り す る 。
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土工協ＣＡＬＳ検討部会 アク シ ョンプログ ラム
企画ＷＧ   1999/6/25

担当ＷＧ 実施（検討）テーマ 成              果 研究分野 成果の 適用
１９９９
年度

２０００
年度

２００１
年度

他機関で実施の
関連テーマ

機関名
共同､切
分け 等

他機関へ の
対策・対応法

備                          考

ＷＧ名 分      野 項                目 概                要 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 の 区分 （具体的な研究方法他）

情報提供
標準・ハード・ソ フト・標準・ハード・ソ フト・標準・ハード・ソ フト・標準・ハード・ソ フト・
ネットワーク の 整備指針作ネットワーク の 整備指針作ネットワーク の 整備指針作ネットワーク の 整備指針作
成成成成

・標準・ハード・ソ フ
ト・ネットワーク の 整備指
針

・CALS対応現場推奨ハード・ソ フト一覧 指針
・現場事務所内に
お け る CALS対応
の 参考

単独
・関連ＷＧと連携して進め る
・アンケ ート調査項目の 調整

情報提供
会員の た め に ＣＡＬＳ対応会員の た め に ＣＡＬＳ対応会員の た め に ＣＡＬＳ対応会員の た め に ＣＡＬＳ対応
指針の 作成指針の 作成指針の 作成指針の 作成

・会員会社の 情報化実態
調査に基づ い た年度毎の
ＣＡＬＳ対応指針

・年度毎の ＣＡＬＳ対応指針 指針
・土工協会員会社
の ＣＡＬＳ対応の
参考

単独
・関連ＷＧと連携して進め る
・アンケ ート調査項目の 調整

情報収集、実態調
査

会員企業の 情報化関連調会員企業の 情報化関連調会員企業の 情報化関連調会員企業の 情報化関連調
査実施査実施査実施査実施

・会員企業の 情報イ ンフ
ラ、情報化実態調査

・会社規模別経年変化（パソ コ ン配備状況、
パソ コ ン利用形態、ネットワーク 整備・利用状
況他）

調査
・土工協会員会社
の ＣＡＬＳ対応の
参考

単独
・関連ＷＧと連携して進め る
・アンケ ート調査項目の 調整

部会活動の 方針 部会活動の 方向性の 検討部会活動の 方向性の 検討部会活動の 方向性の 検討部会活動の 方向性の 検討
・部会アク シ ョンプログ
ラムに よる ＷＧ活動の 把握
と方向性の 調整

・部会アク シ ョンプログ ラム 調整
・各ＷＧの 活動方
針決定

単独
・毎年度見直しをす る 。
・全ＷＧと協議しな が ら進め る 。

企画
外部動向変化の 調
査

発注者側の ＣＡＬＳ対応動発注者側の ＣＡＬＳ対応動発注者側の ＣＡＬＳ対応動発注者側の ＣＡＬＳ対応動
向の 実状把握向の 実状把握向の 実状把握向の 実状把握

・ＣＡＬＳ対応現場の 定
期的調査を実施し発注者側
の 情報収集をす る

・ＣＡＬＳ対応現場の 実状調査 調整
・発注者へ の 提
言資料

単独
・毎年度見直しをす る 。
・全ＷＧと協議しな が ら進め る 。

部会活動の 活性化 部会ＷＧ間の 連絡調整部会ＷＧ間の 連絡調整部会ＷＧ間の 連絡調整部会ＷＧ間の 連絡調整
・ＷＧ活動の うちＷＧ間で
協調す べ き事項の 調整

・部会アク シ ョンプログ ラム 調整
・部会活動の 効率
化

単独
・毎年度見直しをす る 。
・全ＷＧと協議しな が ら進め る 。

外部機関へ の 窓口 外部機関へ の 窓口外部機関へ の 窓口外部機関へ の 窓口外部機関へ の 窓口
・講演会、投稿、取材な
ど の 外部か らの 依頼事項
に 対す る 調整窓口

・ホームページ へ の 項目掲載 調整 ・外部へ の 広報 単独
・毎年度見直しをす る 。
・全ＷＧと協議しな が ら進め る 。
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